
▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
パ
ソ
コ

ン
（
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
）
が
扱
え
る
方

▼
採
用
期
間
＝
６
月
21
日
～
12
月
20
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
勤
務
内

容
＝
地
図
作
成
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分　

▼
賃

金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面

接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み

＝
５
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
防
災
対
策
課

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

▼
防
災
対
策
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

　「
自
分
の
家
族
は
自
分
で
守
る
。
自
分

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
実
践
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
防
災
・
減
災
活
動
で
活
躍
し
て
い
る

方
や
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
全
４
回
受
講
可

能
な
方　

▼
期
日
／
内
容
＝
表
の
と
お
り

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
場

所
＝
田
原
文
化
会
館　

▼
定
員
＝
２
０
０

　

行
政
相
談
委
員
に
総
務
大
臣
か
ら
本
田

則
子
さ
ん（
高
松
町
）、宮
本
孝
子
さ
ん（
福

江
町
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
井
克
志
さ
ん
（
神
戸
町
）
が

再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
31
日（
金
）ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
方
に
、修
了
証
書

を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

行
政
相
談
委
員

田
原
市
臨
時
職
員（
防
災
対
策
課
）

期日 内容

6／8土

「田原市の防災対策について」
講師＝田原市消防本部防災対策課長

「東日本大震災を経験して学んだこと」
講師＝釜石市危機管理監　猪又 博史氏

7／6土

「渥美半島の過去の地震・津波防災
～地形・地質との関わり合いから読み取る～」
講師＝和地小学校　校長　藤城 信幸氏

「地震・津波に備える」
講師＝海上保安庁第四管区

11／30土

「阪神淡路大震災
～兵庫県立淡路病院からのメッセージ～」
講師＝神戸百年記念病院
        循環器医長　水谷 和郎氏

「3.11　緊急消防援助隊として見た災害現場の現状」
講師＝田原市消防署員 （震災当時　迅速出動隊隊長）

H26／3／2日

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区

「野島断層からのメッセージ
～震災といのち・人とのつながり～」
講師＝野島断層保存館 副館長　米山 正幸氏

※内容は変更する場合があります。

■田原市防災カレッジ
田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ 

受
講
生
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